
倉敷市立本荘小学校 いじめ問題対策基本方針 

い  じ  め  に  関  す  る  現  状  と  課  題 

・ 全学年単学級のためクラス替えがなく、人間関係が固定化されやすい。いじめがいつ起きても不思議ではないという認識をもつことが重要である。いじめの

未然防止・早期発見に向けて、全職員の連携が重要であり、いじめ問題に対する職員のスキルアップを図る必要がある。 

 い じ め 問 題 へ の 対 策 の 基 本 的 な 考 え 方 

・ いじめはどの学級でも起こりうるものであるという認識に立ち、自分の学級だけでなく、全職員で全児童を見ていくようにする。 

・ いじめ対策委員会を組織し、さまざまな立場から意見を出し合うことで、より効果的な取組を導き出せるようにする。 

・ 児童がいじめを自分たちの問題として考えていけるような指導を繰り返すことで、いじめは許さないという心情を育てる。 

〈重点となる取組〉 

・ 年２回のなかよし週間・教育相談週間、毎月教育相談アンケートを実施し、実態を把握し、いじめの未然防止・早期発見に取り組む。 

 保護者・地域との連携 

〈連携の内容〉 

・ ＰＴＡ総会、学級懇談などを利用して、

いじめ問題への取組について保護者に説

明し理解を得る。さらに、学校だよりで

協力を呼びかけるなどして、連携を推進

する。 

・ 学校評議員会等を通して、地域の方々

といじめ問題について共通理解を図り、

学校との方向性をひとつにしていじめの

未然防止、解決にあたる。 

・ 日頃から電話、家庭訪問等を通して保

護者との連携を密にし、保護者からの相

談や情報提供を受けやすい雰囲気づくり

に努める。 
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学  校  が  実  施  す  る  取  組 

①
い
じ
め
の
防
止 

・すべての児童がいじめに巻き込まれる可能性があるものとして、人権教育を推進し、日頃よりいじめを許さない学級づくり

に努める。 

・分かる授業づくりを進め、すべての児童が参加、活躍できる授業を工夫することで、自己肯定感を得られるようにする。 

・平素の学校生活、及び学習を通して、児童の社会性やコミュニケーション能力を育成する。 

・いじめは決して許される行為ではないことを教職員全員で常に意識しながら指導にあたる。 

・年２回なかよし週間を設け、人権意識向上の取組を行う。 

・全学年において、発達段階に応じて情報モラルについての指導を行う。 

・スクールカウンセラーによる授業を高学年のクラスで実施する。 

②
早
期
発
見 

・児童の訴える力の育成や見て見ぬ振りをせず、互いに支え合う風土を培う。 

・休み時間等の児童の様子に目を配り、交友関係や児童の悩みを把握する。 

・年２回の教育相談週間で児童と直接話をし、思いをくみ取る。 

・いじめにつながる行為を見逃さず、職員間で情報の共有をする。 

・保護者との信頼関係を築き、連携を図る。 

・毎月末に教育相談アンケートを実施し、児童の様子を把握する。 

③
い
じ
め
へ
の
対
処 

 

・いじめが疑われる行為があった場合、速やかに事実を確認する。 

・「いじめ対策委員会」を開き、いじめへの対応を検討し、全職員に伝達する。 

・いじめられた児童、知らせた児童を最後まで守る。 

・「いじめ対策委員会」で効果的な指導を模索し、いじめた児童の背景を考慮しながら指導する。また、情報を適切に記録し、

保管する。 

・該当保護者と話し合い、協力を得ながら指導を行う。 

・必要に応じて、関係諸機関と連絡をとる。 

 

【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関係機関等との連携 

〈連携機関名〉 

・倉敷市教育委員会  

〈連携の内容〉 

・報告 連絡 相談 

〈学校側の窓口〉 

・教頭 

 

〈連携機関名〉 

・児島警察署 

〈連携の内容〉 

・非行防止教室の実施 

・情報交換 連絡会 

〈学校側の窓口〉 

・校長 生徒指導主事 

 

いじめ対策委員会 

 〈いじめ対策委員会の役割〉 

・基本方針に基づく取組の実施、早期解決 

 〈いじめ対策委員会の開催時期〉 

・年３回 （必要な場合は随時開催） 

 〈いじめ対策委員会の内容の教職員への伝達〉 

・終礼、職員会議等で伝達 

 〈いじめ対策委員会の構成メンバー〉 

・校外 

スクールカウンセラー  

スクールソーシャルワーカー 

・校内 

  校長 教頭 教務 生徒指導主事 保健主事 

  養護教諭 担任 人権教育担当 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全  教  職  員 



【様式２】 

倉敷市立本荘小学校     いじめ問題への対策に関する年間計画 

 

会議、委員会 等 
学 校 が 実 施 す る 取 組 

① いじめ防止の取組 ② 早期発見の取組 ③ いじめへの対処 

４月 

○職員会議 

・基本方針年間計画の確認 

○ＰＴＡ総会基本方針説明 

○児童情報交換会 

○学級開き 

○学級ルールづくり 

〇教育相談アンケート（通年） 

○登下校の校門指導（通年） 

〇教育相談アンケート(通年） 

○発生事案の対処（随時） 

○対応手順の共通理解 

５月 

○児童情報交換会 

○いじめ対策委員会 

 

〇スクールカウンセラーによる授業 

○春の遠足（異学年交流） 

 

 ○学校警察協議連絡会との連携

（情報交換等） 

６月 

○学校評議委員会 

○児童情報交換会 

 

○第１回 教育相談週間 

○第１回 なかよし週間 

 

○学校生活アンケート 

○全児童との教育相談 

○アンケート結果の検討 

 （必要に応じて対処） 

７月 

○児童情報交換会 

 

○情報モラル（コンピュータ学習） 

○非行防止教室 

○個別懇談（担任と保護者） 

○担任等による家庭・地域への連

絡（必要に応じて） 

 

８月 

○職員研修 

 いじめの対処法 

○人権・いじめ防止のポスター、標

語の作成 

○担任等による家庭・地域への連

絡（必要に応じて） 

 

９月 

○児童情報交換会 

○いじめ対策委員会 

 

○なかま班遊び（異学年交流）   

10月 

○人権教育研修会 

（ＰＴＡ） 

○児童情報交換会 

 

〇PTA 人権研修会での、インター

ネットモラルについての啓発活動 

  

11月 

○学校評議委員会 

○児童情報交換会 

 

○学級懇談（人権教育） 

○第２回 教育相談週間 

 

  

12月 

○児童情報交換会 

 

○第２回 なかよし週間 ○学校生活アンケート 

○全児童との教育相談 

○個別懇談（担任と保護者） 

○アンケート結果の検討 

 ・必要に応じて対処 

１月 

○児童情報交換会 

 

○情報モラル（コンピュータ学習）   

２月 

○学校評議委員会 

○児童情報交換会 

○職員研修（情報モラル） 

  ○生徒指導小中連絡会との連携

（情報交換等） 

３月 

○児童情報交換会 

○いじめ対策委員会 

・取組の検証と方針の修正 

○なかま班遊び（異学年交流） ○担任等による家庭・地域への連

絡（必要に応じて） 

 

 

 

 

 

 

年間を通して、行う取組 

・ 道徳科をはじめ、教育活動全般を通して、すべての児童に「いじめは絶対に許されない行為」であることを継続的に指導する。 

・ 長期休業前や道徳科を通して、インターネットやＳＮＳの適切な活用の仕方（情報モラル）を指導する。 

・ 気になる児童について、毎週情報交換をする。 

・ 日頃から、家庭、地域との連携を密にする。 

・ 月末に「スマイルアンケート（学校生活アンケート）」を実施し、実態把握と早期発見・早期対応ができるようにする。 


